
○ 当該漁港内の「いわぎ海の駅」には島内での飲食や休憩等を目的とした利用者が訪れ
リピーターも多い。また、令和３年度には当該地区を含めた町内の４つの島を架橋で結ぶ
「ゆめしま海道」の全線開通の効果もあって、サイクリスト等の観光客も増加傾向にある。
一方、町内の各港では船舶の航行への支障や景観の阻害等をもたらす放置艇が数多く存在し
放置艇対策の必要性が求められている。

〇 漁協及び上島町が一体となって放置艇対策に取組み、用地や水域の利活用できる範囲を確保する。
また、係留隻数が限られる「いわぎ海の駅」に加えて、新たにプレジャーボート向けの係留施設を
整備することで、町外からの訪問者を増やし、地域の賑わい創出を目指す。

〇 防波堤内側の静穏度が確保された海域でナマコの育成試験を行い、新たな増養殖に取組む。
〇 漁業体験や朝市の開催、当該漁港を基点とした観光イベント等との連携も検討している。

88プレジャーボート等の受入施設の整備による地域の賑わい創出：岩城漁港（愛媛県上島町)
概 要

効 果海業の取組概要

協力体制

スケジュール

上島地区地域水産業再生委員会
愛媛県漁業協同組合岩城生名支所
上島町役場岩城総合支所農林水産課
上島町役場魚島総合支所産業建設課

様式２

岩城漁港

①放置艇対策
②観光振興
③水産資源の安定・所得向上
④水産業への理解促進・魚食普及

令和６年度 事業計画・放置艇対策
令和７年度 ナマコ育成試験
令和８年度 係留施設整備

廃船処理等を実施

いわぎ海の駅
（町管理）岩城港務所

（土産売場、飲食店等）

船揚場
岩城港

係留施設を整備

岩城漁港 朝市（近年未開催）地元保育園児による稚魚放流体験地元住民による貝殻基質製作

岩城橋（令和３年度開通）

●港内に係留施設の新規設置と旧係留施設を改修し
港内の入出港の安全を図る。

●放置艇の撤去・処分を指導する。
●プレジャーボート等を受入れ、地域活性化を図る。
●ナマコの育成試験を行い、水産資源の安定に努める。

ナマコ育成試験

(R.7.7更新)
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